
130 1ｷ 止砂-.L ·ヽ /i 11l

a 修復前

Bじ 「o re rcsloral 1011 

b 修復後

After restoralion 

C6.l 花樹l.'.;;u紺絵螺釧箪笥

Cabinet with Floral Design 

L 



ra rｷt works 1 :31 

a 修復後

13c I ore rcstorat 1011 

IJ /l'siiJ./友

/\ ll c rrじs l o r ; 1t1 0 11

<.'<i.2 II:. 樹 .r::i,i.\ 彩：虹煤 jlll 7il ~,J 1' ヤ 1(11 (¥I¥ 

Cuhi11el il'if/, I ・ '/o /'i ,I Oe., ig11. back 



6. 花樹鳥蒔絵螺釧箪笥
6. Cabinet with Floral Design 

アシュモ リ アン llり物館 （英国 ） 所蔵
The Ashmolean Museum Univercity of Oxford 

(United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland) 

f・）必 2 1 · 22 年． ）虻イI多移i!Jf. 災忽

The 2009 and 2010 Japanese Fiscal Year 



」 70 花樹鳥蒔絵螺釧箪笥

6.1.1. 名称等

名称

(IJ lj イ11: イ I ・．代

））「蔵者

登録番号

6. 1. 修復報告

孔樹、C;fi婿絵螺釧陪．笥一桔

4沙〖 11 JI 月・ イ\ 16ｷ111: ・ 糸じ- 17 -1仕牽止

ア シ ュモ リ アン 1 ·1,り物節 （茨固 ）

EA1998.17 

6.1.2. 工期及び施工者等

I :JUJ 半成 21 年 5 J J - 平成 23 年 3 ) j 

施 i:J劫）リ「 束京文化財飢究所修似ア トリ 工（漆）

修1尉11. \片者 I I I 下好彦

6.1.3. 修復前の状態

間紘IR態 を ド記に列記す る 。

・ ?f,: 笥全 1(1i に埃や汚れの付豹が見 ら れた 。

・ 索地桜合箇所の各脊IS に 他裂が認め ら れた 。

・ト段の ,J I 出 し底板素地が l ド央で前後に割れて いた 。

・ 箪ぐ府の外 I (1 i や 1人」部のほぼ全 1 (1j に 1JL裕伐食料が途布 さ れて い た 。

・ 外面の両洋塗料下の漆塗膜は劣化が進行していた。

・ 除 jj莫や螺釧の剥腐1tが弟しく 、 天板窓枠 1人」 では広いj(1i fj'1 に J( つて峨l」 /tlWが認め ら れた 。

・ 箪絆i全而にわたり漆裕膜や螺釧の剥落が認め ら れ、下地が寮 ，＇廿 し て い た 。

・ 蒋絵や付枯'i き 線が一音I只＄で最lj 洛し、下付け漆が燃出 し て い た 。

1 l.1 I ' ・ IJ.U彦

・ 笥筍の各所に打損や擦損があり、蒔絵や螺釧の表而にすlH縞が認め ら れた 。 ,J I き ,'I', し底板 は・1察担に I , 

て木地が一部で蕗出していた 。

・ 絵梨地に使） 11 された銀粉が銹化して変色 していた 。

・ 後世修似時に西洋修復材料を rlJ いて描かれた文様が各所に認められた 。 特に天板カル ト ゥ ーシ _1.. (} 

分の 2 に後世修復の充填があり、その上に文様がオi',『かれていた 。 背面 中央下令IS で は飲膜欠出部に必

）軒草文様が新たに描かれていた 。

・ 後世修復の上から塗 り込まれた塗料に劣化が認められ、フレ一 ク状にな っ ていた。

・ 天板のカル ト ゥーシュの輪郭に用いられた貝が本来の位置からずれて再接殆 されていた 。

・ ボー ダーを中心に螺釧の新補が認められた 。

・ 後枇修復の充填材に用い ら れた 白色下地が各所で露出していた。

・ 引 き 出し上段の鍵金具がすべて欠失 していた。

• 上段左右の鍵金具穴は後世修復時に充填 し 、 螺釧を新補して金色の文様を描いていた 。

・ 鍵金具、隅金具に施された鍍金がすでになくな っ ていた 。

L- 一
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・ 剥 落した螺釧の↓ !J 『 が付属 した 。

6.1.4. 修復方針

修似 ）j針は 1囁j・に 束以 又化財Nr究所からの提ぷを受けた。 尖際の修復にあにつて l ' (J如検村 を ）JI I えた後 、

変史がl j :_ じた 部分については所蔵節およ び束以文化財研究所のす11_ ,,, 者 と修復 者が協議して ik定した 。

次 に 、本作 i'山 の修似 ）j針 を 以 ド に列出する 。

・ 文化）『が指導 して い る 文化財修似に準 じて視状維す収修似 を ） I~ 本 とした。 但 し 、観‘且の妨げに なる後

ill: 修似は firi b)J 的 に 色合わせを行 う こととした 。

・ 叫浄修仮材料の除去は如( 1 j に被って いた 1J Li H玲料 を対象としたが、 令具に硲られた治料は）｝闊lj その

とした。

• オ リ ジナルの蒔絵や螺釧に被った 後 jll:修復の文様や具 の欠失似i所に 允 J良 された修似材料は 出 米う Z

限り除去すること とした 。

• オ リ ジナ ルの配炭、 111ぷ絵に祖似 を り えな しヽように JJLj f釘愈料 を 除去するに め 、 数種仇＇［ の浴剤 をテス I

した」で伯冗に溶剤 を選択 し た 。

・ 1偶金具は い っ たん収 り外 し 、 修似後に収 り 付けることとしに 。

・ リ 1 き 出 し上段 I I I 央の欠 すil した鍵金 l し と 釘はオ リ ジナ ルの令 j し と l, iJ 索材で新袖 し 、 t段）I ;』 i の 欠祖 し

た鍵金具は新補しないこととした 。

・ 付属した具片は附合しに 上で出米うる 1恨り貼り）べした 。

• 修似と 訴行して X線透過 'lj真 を撮影し 、 オ欝造技法を確認するとともに 、 批光 X線や赤外分光分析で

材料の I司 定を行 うこ ととした 。

6.1.5. 修復工程

( 1 ) 修似 1 i1j JJ恥栢

紫外線ラン プによる』乱介 を行い 、 ,1出布食料の派布範 IJll を I Y Hi雁 にした 。

笥．笥の索地4溝辿を II 視で泄;J1f した結呆 、 索地は柏のオIE 11 材で 、 伐と背H1 i には !'!ll のあ る 木材 を 川 いて

い る のが分かっ た 。 本地は 、 ） I ~』 i側 1 (1j と係従伐の介 , il 4 枚のみ を縦に、他はすべて横 ）j向 に 本 11 を 辿 し 、

木釘を打って接介し て いに。 伐は炭介 ,\IS に り界 を 切 って接合 して いに 。 鍵金具 と 接するに伐の I吋·,,: , s し こ 穴

を 閲 け 、 鍵 を かける と 伐に鍵金具の ·iYISがかかる 朴『巡 となって い た 。 内側秤 I (1 i に 本） ', · が 2 か所付 C 、

他の箇所 も痕跡が残る 1l i'iJJ折もあ ることから 、 ,J I き 出 しが内側 に人りす ぎないように I )if I (1 i の段｝，覧を調柩

しにものと考えら れる 。

索地の収縮によ って索地接合 /'i lS に 亀災が認められた。 年、\; に 、 1和 (ii と 両側 I (ij の木 1 1 の 方向が異な るた

め、 11 'f 1 (ij と il!IJ 1 (1j Iｷ. 作IS に 1mm 杵．度の段入’・：：が 出 米 て い た 。 螺釧や漆硲)j災が涼IJ J!.l!t し 、 すでにその多くが剥

落し て いた 。 広い 1 ( 1 j tl'( に数種類の後 Ill:修似が認め ら 1 し ること か ら 、 何度も修似が行われたこと が分か

た 。

(2) イI多 稔よ前 'I/真．

修似j1j にカ ラ 一 'I/ 真．川 デイライト ランプと 白 然光 を 使って作礼h 令休と 損偏状態を デジタ ル 'lj'. 真で出

録した。 次に紫外線批光'I/兵 を 撮彩し 、 後 1 1 1修復の状態を心録した 。 幽光写真はブラックランプと紫

外線カ ッ ト のゼラチンフィ ルタ 一を 使川 して 、 デジ タルで心録しに 。

( 3 ) 分析

修複 i'面 に赤外分兄 (FT-lR) による材料分析 を 1 / っ た 。 分析は束以 文化財研究所保存修似科学センタ ー

の I I'ｷJI I 典 rがれ I_ , り しに 。 ）く板の螺釧剥落 ドの螺釧接ぶt材料 と 允m材料、 後 1且修似の螺釧接附材料をサ
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ンプ リ ングして分析し た 。 その結果、 螺釧の接着材料は多糖類 ＋ 漆 、 後世修復の螺鋪接着材料は シ _1_

ラック 、 充坦材料は刻苧に類似 し た材料であ る と分かっ た 。

次に 、 X 線透迅写真撮影を行った 。 撮彩は天板と 上段引 き 出 しの欠損 した鍵金具部分 を対 象と

棗京文化財M究所保存修復科学センターの犬塚将英が担当した。 分析の結果、 天板の X線透過'If↓ばに

は後世修復が観察出来 、 異なる材料を ） 甘 いて何度も修復を行ったことが明確となった 。 さらに、 u助

，J I 出 の欠祖 した左右鍵金具部分の鍵穴には 、 金属の薦;i板が貼 り込まれて い るのが分かった。 この金属

の薄板は制作 ' ' 1 初 に鍵があるように見せかけるために用いたものか、 後世修復時に鍵穴を）ふ ぐにめに

川 いたものかは 1 リH雁ではない。 また 、 徴 光X線分析を行い 、 蒔絵に使われた材料や金具の材質などを

肩） ，',] 介した 。 この 乱,';] 杏は東以文化財研究所保イf修似科学センターの旱川泰弘が行った 。 その結 呆、数種

類の蒻絵粉 と 朱漆を川 いて粉蒔きしていることが分かった。 提金具 、 隅金具や鍵金具（外 I(1 i ) は銅製で

引 出のつまみは鉄製であることから 、 ,J I 出 しのつまみは後補と考えられた。

(4) 金具の取り外

隅令具を収り外し 、 発泡ポ リ ウレタンに位 iiりが分からなくならないように仮保竹した 。 捉·令具 、 倣

令具、 引出 しのつ まみと 丸足はそのままと した 。

(5) ク リ ー ニング

刷l災と蒔絵如(1 i に付約した埃と iりれ を水やm サ尻川 エタノ ー ルで湿 らせた綿布や綿棒で収 りよ っ に 。

叱ふに 、隅令具際と令具 ドは艮介に I i. る埃や 1J Lj ?筐食料が鼎 まつていたにめ 、 最IJ J)J!fi した螺釧や冷 l政に汁：: .i訟

てク リ ーニ ングを行った。 隅金具には埃や 1JLj ff漁料だけでな く 、 ー ii: 1 s には緑胃含けの付 Aヽりが必めら ~L

た 。 令具公のク リ ーニングは ¥i'iiJ1川 エタ ノ ー ルおよびア七 ト ンを 川 い 、 綿棒を川 いて 出 米うる限り除

：ヽ した 。

( 6 ) '.l洛 1:1 :.

硝lj 落の危険のある罰j羹や螺釧部分に小） 『 にきった ）雁皮紙を ［新粉朴Jj で貼った 。 ！持 に 、 11 『 I (1 i Iｷ. i"11S O) I I /翡

令具 ドの螺釧 と刷l羹の剥翡!tが料しく 、 詞 箇所に数枚貼 り 作業 1 1 I の浪lj 洛を予防 した 。

( 7 ) 浴剤 テス I

後 Ill:修似材剌を対象に浴剤実験を行った 。 Iｷ. 段 ,JI き 出 し衣 1 (1甘愈料と金色旅料を対象とし 、 m,り川 _!_

タノール 、 メタノール 、 アセ ト ン 、 キシレン 、 酔酸エチ ル 、 ジ メチ）レス）レホキシ ド、 テ ト ラヒド リ フ

―ン (THF) 、水、 ク リ ー ン‘ノル G. リ グロインをテス ト した 。 その結呆、 表 1 ( 1 j 塗料の除ム·に ' I,

ル、 令色材料は TI-IF を 川 い るのが布効であると分かった。 また 、 後 -jll:修似の倹料は螺釧や漆派jj知数 (J

剥落 11 ·. めに川 いる水や リ グロ イ ンでは浴けない こ とが分かっ た 。 このことから 、螺釧 と漆刷l知())浪LJ 落

11ｷ. めを飯先にイ：：I: サ i を進め 、 その後で後Ill:修似の冷料を浴剤で除よ·

(SH牒釧の剥落止め

剥離した螺釧に膠水溶液を箪と 鼈甲 箆を川 いて含餃し 、 木枠とヒゴを ） IJ いて圧芹した 。 膠はパー ル

グルー（大こI ・・・） 約 15%水浴液を ）ーll い 、 螺釧 との接触而にはシ リ コンとビニ 一 ）レシ ー ト を 川 い に 。 螺釧

の剥落止めは数 H I甘］ 放岡し 、 膠が十分に硬化 した後に余分な膠は拭 き 収 った 。 背而の螺釧では後 1 11:修

製I寺に剥離 した まま周囲を充填していたこと か ら 、 充娯剤の一部取 り 除いて螺釧の剥殆止めを行った 。

( 9 ) 塾膜の剥落止め

郷椎した漆塗膜部分は初め に螺釧 と 同 じ方法で剥落止めした 。 さらに補強するため部分的 に イ［機浴

剤で希釈した麦漆を含浸 し 、 木枠 とヒゴで圧着した。

(10) 亀裂や割れの補強

素地接合部の亀裂や割れ部分に調整 した麦漆を含浸 し、強化 した 。 引 き 出し上段の割れは 、 さらに

麦漆に少量の木粉と 地粉を入れた接着力のある充填材料で補強した 。

(11) 西洋修復材料の除去
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剛l莫 1(1j に付約した西洋硲料をメタノ ー ル と 綿棒を川いて除去した。 除去は文様 itlS分に担偽を りえな

い ように恨． 屯 に進めた 。 文様以外の 部分に付佑した後 Ill:修似 l k)·: に イ史川 した金色材料は THF と 綿棒で

除上した 。

(12) 螺釧の収 り外しと 再接着

後 jll:修似 II、\": にずれて接着 された螺釧 をアセ ト ンで取 り 外 し 、他の螺釧 と J1 ij じ技法で本米の1立 ;;1uこ I If 

接ぶi した 。

(13) 」 !J 『 の照合と接着·

付属 した具 ） ', · の間杏を 1 j: っ た 。 具 ）『 はかなりの数があ ったが、 具 の材料や技法などで分類した結呆 、

いくつかの異なる 竹: i'1i'1 からの 具）', · が多く 1」し ざって いることが分かった 。 本竹清ん の剥 落爵IS分と 具）『 を ！！仔

合した結呆、 大板 2 、 右側 1 (1 i 2 、 左側 1 (1 i 4 個 の 具） 『 の 1立 m:が糾Ii認できた。 具） '1・はそれぞれの位附に膠

を ） l l いて接沿した 。

(14) 漆 I?寸 め

劣化 した塗膜と蒔絵の漆固めを行った。 漆 1甜めはク リ ーン ‘ノル G で希釈した透漆を川 いて 2 1111 行

た 。 余分な漆は リ グ ロ インで拭 き 収った 。

(15) 危裂と 割れの成形

亀裂と割れ部分に刻牛を允J真した 。 刻苧には工ゾ松の木粉を使川 し 、 衣 1 ( 1 j に鉛 ,,・ 地 を 施 して衣 1 (1 i を

整えた 。

(1.6) I祭鉛

刻年部分 と迩膜や螺釧の際に漆,, ・ 地 を 1·Wかにつけて際剥始の 白幼 をした 。 際鉛に使川する ,,・ 地 に t —

水寸•• した赤砥の粉 を使い、 少 : 化の袖焼 と 況人した漆 ,,・ 地 を使川 した 。

(17) 色調股

附洋途料の除去 によ って艶を失った後 Ill:修似部分や後 llt修後の ,,・ 地が滋出 した部分の色合いを 11JM整

した 。 白色 ,,・ 地が露出 した ms分はアク リ ）レ絵の 具 を ） IJ いて色 1 lJ,';j 賂した 。 後 Ill:修似；;i!S分には 、 艶を訓料各

るためにパラロ イド B72 7% キシ レ ン溶液を噴：で隙く旅布 し 、 余分な材料は レ 一ヨン紙で拭き Jj~

た 。

(18) 鍵金具と釘の似元

Iｷ 段 ,JI き 出 し 中火の鍵金具 と釘を J此仔の鍵令具 と釘を参考に復｝じ した 。 1如じしこ は銅 を 川 い 、 ム ト ー

ハップで芯色 した 。 鍵金几と釘の復応は束以よ浙Iり人:,'戸の 1 '/野兄氏がJI I., り しに 。 ,JI き 出 しに付 く鍵金具

には後Ill:修復の派料が被っていた 。 1以元した鍵金具の質感を合わすためにパラロイ ド 872 を・薄 く旅布

したあとにアク リ ル絵の具で芯色した 。 金具は釘跡を参考に本米の位 i iパに取 り 付けた 。

(19) I偶 金） し の取 り 付 ↓

別保竹していに 1偶金具 を ルの位 ;;1 ;: に収 り 付けた 。 釘穴が緩くな って いた 部分は柔らかい刻ヽ亨 を 允煩

してから釘を柁の棒で押 し人れた 。

m 記j !J 1.2cm ) と 外悛を新』刈 しに 。 仙l筍は裕船造りとし 、 ,JI 手として ）い' .

2 1 1 1り を 付けたゲス板を設けた。 オJ1iJ 印f' i は会 i I t船の I ·質な材料を 1史川 して作製した。 外狡は羽二正を川い 、

前 1 ( 1 iJ 1 ;・・ イ i の I ·. ド に紐を付けて収 り外し劫い）1多状 とした 。

(2 1) 修複後の記録作製

修似後の 'I/真撮彩を 1iｷ しヽ 、 修復心録をまとめて報1い翡 を 2 部作成 した 。

6.1.6. 修復後の状態

詳釧は Tab le 6.1 を参照 の'--'- 0 
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6.1. Restoration Report 

6.1.1. Data 

Title Cabinet with Floral D邸gn

Period 16th -I 7th century, Momoyama period 

wner The Ashmolean Museum Un1vers1ty of Oxford 

(United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland) 

Inventory number EA 1998.17 

6.1.2. Restoration Data 

May 2009 -March 20 I I 

Yoshihiko Yamashita 

Duration 

Place 

onservator 

Restoration Studio (Urushi), National Research Institute for Cultural Properties, Tok 

Yoshihiko Yamashita 

6.J .3. Condition before Restoration 

The following is a list of the condition of damage. 

• The entire surface of the cabinet was covered with dust and soil111g. 

• Cracks were observed on various parts of the joints of the substrate. 

• The substrate of the bottom board of the upper drawer was cracked in the middle from the 「ront LO th ヽヽ

back. 

• Western coating materials had been applied to the outside of the cabinet and almost all of the ins id 

• The urushi coating film under the Western coating materials on the outside had deteriorated. 

• There was significant lifting of the coating film and raden. Lifting was found over a large arcc1 i n th ヽヽ

cartouche on the top board. 

• Some of the urushi coating film and raden had fallen from the cabinet, exposing the foundation. 

• Parts of the ma/cie and tsukegaki lines were lost and the shitazuke urushi had become exposed. 

• There was damage caused by impact and abrasions on the entire cabinet. Damage was found on th 

surfaces of malcie and raden. Part of the wooden substrate was exposed on the bottom boards o 「 th

drawers as a result of abrasion. 

• The silver powder used for enashりi had corroded and changed color. 

• Designs that had been made with Western restoration materials during past restorations were found 

at various places. Two-thirds of the cartouche on the top board, especially, had been either filled or 

designs had been added later. On the center lower portion of the back, arabesque design of lcuzu vine 

had been made new on the area where the coating film had been lost. 

• Deterioration was found on the coating materials that had been applied over areas treated during past 

restorations. These materials were flaking. 
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• The shell pieces used for the outline of the cartouche on the top board which had become displaced had 

been re-attached but not in their original positions. 

• New raden shell pieces had been added especially on the border 

• The whi te 「oundation used as a filler during past restorations had become exposed at various place 

・ A ll or the metal lock plates on the upper drawer had been lost. 

• The l e 「l a nd right key holes or the upper drawer had been filled in the past, new raden shell pieces had 

been attached and gold design drawn over the hole 

• Gi I ding on the metal lock plates and corner metal fittings had already been lost. 

• Fragments o 「 raden that had fallen accompanied the cabinet. 

6.1.4. Restoration Plan 

The restoration plan for the object had been presented beforehand by the National Research Institute for 

ultural Properties, Tokyo. fn beginning the actual work of restoration, details of the plan were discussed 

once aga111, and changes that were considered n 

in charge at the Institute and the conservator 

ary were decided upon deliberation between the person 

The following is a summary o 「 the restoration plan. 

• Maintenance of the present condition in the restoration of cultural properties advocated by the 

Agency for Cultural Affairs would be followed. However, traces of past restorations that might hinder 

appreciation would be treated simply by matching the color 

• With regard to the removal of Western restoration materials, it was decided to remove the Western 

coating materials that covered the surface but the coating material over the metal fittings would be left 

untouched as a rule. 

• Designs from past restorations that had been made over the original makie and raden as well as 

restoration materials used to fill places where the shell pieces had been lost would be removed as much 

as possible. 

• In order to safely remove Western coating materials so that the original coating l'ilm and malcie would 

not be damaged, solvents were carefully selected a 「te r testing several type..,. 

• The corner metal fittings would be removed and re-attached after restoration. 

• New metal lock plate and nail would be made using the same material as the original to replace the one 

missing from the center of the upper drawer, but new ones would not be made for the lock plates on it 

left and right. 

• The shell pieces that accompanied the cabinet would be checked and re-adhered as much as possible. 

• X-ray radiographs would be taken during restoration to confirm the structural techniques, and X-ray 

fluorescence analysis and Fo uri e r- tra n s 「orm infrared spectroscopy (FT-IR) would be performed to 

identi r y the material..,. 

6.1.5. Restoration Process 

(I) Investigation before restoration 

Investigation using" UV lamp was performed to clarify the extent to which Western coatinnｭ

materials had been applied. 

As a result of visual inspection o 「 th e structure of the substrate, it was found that the substrate is 
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made of straight-grained cypress and that wood with nodes is used for the crosspieces and the back. 

The grains run vertically on the left and right sides and on the vertical crosspieces, while they run 

horizontally on all the other pieces. Wooden nails are used. Ditches are made on the joint 

crosspieces. There are holes on the underside of the crosspieces that are in contact with the metal loci 

plates so that a part of the lock would catch with the crosspiece when the key is turned. There arc tw 

places on the inside of the back where pieces of wood are attached and similar traces on other parts. It 

is thought that these pieces were used to align the surface of the drawers with that of the cabine t 「ra mc.

racks caused by shrinkage of the substrate were found around the joints of the substrate. /¥ gap or 

approximately I 111111 was found on the back and the upper portion of the sides because the direction of' 

the grain on the board for the back and that or the boards for both sides of the cabinet differ 

(2) Photographing before restoration 

The entire cabinet and its condition o 「 d a m age were photographed before restoration with a 

digital camera under a daylight lamp for color photographs and natural light. Then UV nu〇 rcscc ,

photographs were taken and the condition or past restorations was recorded. For fluorcsccn 

photographs, a black lamp and a gelatin filter that would cut UV ray wer 

used in this case also. 

(3) Analysis 

Material analysis using FT-IR was performed before restoration by Noriko I layakawa of the Center 

for Conservation Science and Restoration Techniques of the Institute. Samples of the original adhcsi 

and f'iller taken from places on the top board where raden pieces had fallen and samples o 「 a dhcs i

used in past restorations were analyzed. As a result, it was found that the adhesive for th e 「ocle11

contained polysaccharide and urushi, while th a t 「rom past restorations was shellac. Moreover, it was 

found that the material used as filler was very similar to kokuso. 

Next, X-ray radiography was executed. The top board and the missing metal lock parts on the upper 

drawer were photographed by Masahide lnuzuka o 「 th e same Center. As a result or analysis, traces o 「

past restorations were observed on the X-ray radiograph of the top board, indicating that restoration had 

been done several times using different materials. Furthermore, it was 「ound that a thin metal plates 

had been attached to the key holes of the missing lcrt and right locks on the upper drawer. It is not clear 

whether these thin metal plates were used at the time the cabinet was manufactured to make it look as i r 

there really were locks and keys or whether they were placed during past restorations to cover the I 

holes. In addition, X-ray fluorescence analysis or the materials used for malcie and the metal fitting'ｷ 

were conducted by Yasuhiro Hayakawa, also of same Center. As a result, it was found that several 

kinds of makie powder and shu-urushi were used for the makie decoration. Since the handles, metal 

corner fittings and the lock plates were made of copper while the finger grips of the drawers were mad 

of iron, it is thought that the finger grips are later addition 

(4) Removing the metal fittings 

The corner metal fittings were removed and temporarily stored on urethane foams to make sure that 

their positions would not become con和sed. Metal handles, lock plates, finger grips and legs were left 

untouched. 

(5) Cleaning 

Cotton cloth and cotton swabs moistened with water or ethanol for disinfection were used to remov 

the dust and soiling that had accumulated on the coating film and the surface of makie. Special attention 
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was paid to the lifted raden and coating film on the edges of the corner fittings when cleaning, beca u::i に

dust and Western coating materials had accumu l a しcd over the years on the edges of the corner meta I 

fittings and under the other metal fittings. In addition, greenish blue patina was found on parts o 「 th e

corner metal fittings. The back of the metal fittings were cleaned as much as possible with ethano l 「o r

disinfection and acetone, using cotton swab 

(6) Temporary facing 

mall pieces of gampi paper were adhered with paste made from rice powder to the coating film and 

raden that were at risk of falling. The condition was especially serious under the corner metal fitting 

on the upper portion of the back side. Several pieces of paper were adhered to one particular place to 

prevent the coating fi Im and raden from becoming detached during restoration. 

(7) Solvent test 

olvents were tested for removing materials used during past restorations. For the surface coatin 

material on the upper drawer and the gold colored material, ethanol for disinfection, methanol, aceton~, 

xylene, ethyl acetate, dimethyl-sulfoxide, tetrahydrofuran (THF), water, Cleansol G, and ligroin were 

tested. As a result, it was found that methanol was effective for the removal of the surface coatin 

material while THF was e ffectiv e 「or the removal of the gold colored material. It was a l so 「ound

that the coating materials used in past restorations will not dissolve with water or ligroin which ar 

used in the consolidation of raden and urushi coatin g 「ilm. Thus, it was decided to place priority 

on consolidating raden and urushi coating film and then to remove the coating mate ri a l s 「ram past 

restorations with a solvent. 

(8) C onsolidatron of raden 

A brush and a tortoise spatula were used to impregnate an animal glue solution to the lifted raden 

which were then press-stabilized with a wooden frame and bamboo sticks. An approximately 15 % 

aqueous solution of Pearl Glue (Daio) was used. Silicon sheet and vinyl sheet were placed on the 

urface of raden. Treatment was l e 「t as it was for several days and excess animal glue was wiped off 

after it had hardened sufficiently. Since the surroundings or the Ii 「led raden on the back had been fi I led 

during past restorations without treating the lifted shell pieces, some of the filling agent was removed 

to consolidate them. 

(9) Consolidation of the lifted urushi coating lilm 

Li 「led urushi coating film was first treated in the same way as were the raden. Then they were 

impregnated with mugi-urし,sh i diluted with organic solvent in order to consolidate them. This wa 

followed by press-stabilization with a wooden frame and bamboo stick 

(I 0) Reinforcement of crack 

Adjusted mugi-urushi was impregnated into cracks around the joints of the substrate for 

reinforcement. The crack on the upper drawer was further reinforced by using filling material composed 

of mugi-urushi to which a small amount o 「 sawdust andjinoko were added for greater adhesive force. 

(11) Removal of Western restoration material 

Methanol and cotton swabs were used to remove the Western coating materials that had become 

attached to the coating film surface. This was done carefully so as not to damage the parts with design 

Gold coloring material used during past restorations that had become attached to parts other than the 

designs were removed with TH F and cotton swabs. 

(12) Removal and re-adhesion ol'raden 
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Raden that had been adhered during past restorations but not in their original positions were removed 

with acetone and then re-adhered in their original positions using the same technique that was used for 

ther shell pieces. 

(I 3) Checking and adhesion of shell pieces 

The shell pieces that accompanied the cabinet were investigated. There were quite a number 

pieces, but by categorizing them according to materials and techniques it was found that they included 

veral types of materials. By matching the parts where the original shell pieces had fallen and the shell 

pieces themselves, it was possible to confirm the positions of 2 shell pieces on the top board, 2 on th 

right side and 4 on the left side. They were adhered to their respective positions with animal p;lu 

(14) Urushigalam 

Deteriorated coating film and makie were consolidated with urushi. For urushigatame 、 s11ki- 111 · 11s h1

diluted with Cleansol G was applied twice. Excess urushi was wiped off with ligroin. 

(15) Shape-forming of the crack 

Kokuso was filled into cracks. Sawdust of .Japanese spruce was used to make kolwso. Sahishitc{ii was 

applied on the surface which was then adjusted. 

(16) Kiwasabi 

A small amount of urushi foundation was applied to the edges of parts filled with kok11so ,1s well 

as those of the coating film and raclen in order to prevent the coating film and raden 「rom 「itl Iino 

or kiwasabi, powder of red tonoko that had been elutriated was used; a small amount or oil soot wa~· 

added. 

(17) Color adjustment 

lor of parts where restorations had been done in the past but where gloss had been lost bccaus 

r the removal of Western coating materials and of parts where the foundation from past restorations 

had become exposed were adjusted. Acrylic ink was used to adjust the color of parts whc「じ the whit ヽヽ

foundation had become exposed. To adjust the gloss, a 7 % xylene solution of Paraloid 1372 was 

applied thinly with a brush on areas where restorations had been done in the past. Excess material was 

wiped off with rayon paper 

(18) Reproduction of the metal lock plate and nails 

Meta I lock plate and nails of the upper drawer were reproduced. Copper was used to rcwoducc 

them; they were colored with 610 HAP (metal coloring material with sulfur as main component). 

Reproduction of the metal lock plate and nails was done by Akira Kusano of the Tokyo University 

of the Arts. Since the metal lock plate on the drawer had been covered with coating material in a past 

restoration, to match the atmosphere, the reproduced plate was thinly coated with Paraloid 872 and 

then colored with acrylic ink. Metal fittings were returned to their original positions, paying attention to 

traces of nails. 

(19) Attaching of corner metal fittings 

Corner metal fitting that had been stored separately were returned to their original positions. Parts 

where the nail holes had become loose were filled with soft kokuso. An oak stick was used to push in 

the nails. 

(20) Manufacture of a paulownia box and a cover 

A paulownia box (W 51.0 cm, D 39.3 cm and H 41.2 cm) and a cover were newly made. The 

paulownia box was made in such a way that its front board would slide down to serve as the lid 
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(oloshibuta-s(yle). It was also equipped with an extra bottom board that can be pulled out by mean 

r two holes at the front. High quality wood from Aizu area was used to make the paulownia box. 

I labutae silk was used for the cover, and cords were attached to the upper and lower portions of th 

front piece and the l e 「t and right pieces so that they can be tied. This makes it easy to put on or take o 「f

the cover 

(21) Compilation ofa record after restoration 

Photographs were taken after restoration and two copies of the restoration report were mad 

6.1.6. Condition after Restoration 

Table 6.1 
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6. 2. 作品解説
東京 I 1tl 1/. J収物館

竹内 1i'? )~ r

桃 I I I 期 から汀:) ,. 時代初期に、ヨ ー ロ ッパなどへの輸出川 に作 られた漆料の一つである 。 3 段 7 W,IO) リ I Ii', 

しを収めた砲笥で、」 ．．段には松~長の リ I 出 しを 一つ、中段と下段にはそれぞれ 3 個ずつの小 さな ,JI 出 しを

並べている 。 箪笥の]]噌．而 ・ 天 而 ・ 側而 ・ 1呼 而やり I 出 し 悧而 は、各 1 (11 を平蒔絵と螺釧によ る七, it繋文や鋸

陥文などの幾佃学文様で縁取 り 、 その 内 に桐 ・ オ盈 ・楓· 桔梗や島などを平蒔絵と絵梨子地 ・ 螺釧で K オ

して いる 。

'-- の笥: i'・ぐj と 詞 じような文様朴,'i威で同様に 3 段 71間 の；:; I 出 しを 収めた、ほぼ詞 じ 寸怯の旅笥が、ウ ィ 一

ン災印Iり史 帖;i:物節 （オース トリ ア）に保竹 さ れている 。 ハプスブルグ家の啄系で泣初 に大規校な災術 ， 111',1!

集を行った人物 として右名な、 チロ）レ人公 ・ フ .J.. ル ディナン ト 2 -111: のコ レ クシ ョ ンの一つとし て （ぷ ・、、

れた 。 人公の死後 、 1607 年に記 さ れた収蔵 占', II 録に出叔されるものと見なされ、 ヨーロッパに仏わ っ に

II 本製漆悩で彼も古い記録を 4昨つ作例と して、特にイi 名 である 。 同 じ形式 と文様構成 尤

ン 1廿［物館の こ の節笥も 、同 じ II抒期 に制作、輸出 さ れたものと名えられる 。
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6.2. Description of the Artwork 

The object discussed is one of the urushiware made sometime between the Momoyama period and th 

early Edo period for export to the West. The cabinet has seven drawers arranged in three tiers: the top tier 

has one wide drawer while the middle and the bottom tiers have three small drawers each. The front, top, 

right and left sides, and back as well as the front face of the drawers are bordered with geometric design 

like interlinking circles and saw-teeth patterns in hiramakie and raden, while on the inner side of these 

borders one designs of paulownia, mandarin orange trees (Citrus tachibana), maple leaves, bell flowers, and 

ome birds are expressed in hirama/cie, enashりi and raden. 

A cabinet having similar design composition, similar seven drawers arranged in three tiers and similar 

ize as this one is stored at the Kunsthistorisches Museum, Wien. It has been passed clown as one of th 

collections of Ferdinand II, Archduke of Tyrol, who is well known as the first person among the Hapsbur 

family to have had a large collection of works of art. It is thought to be the one listed on the inventory of 

his collections compiled in 1607 after his death. It is especially famous as the oldest example o 「 Japanes

urushiware in Europe that has been recorded. It is thought that the cabinet in the Ashmolean Museum, which 

is of the same style and which has the same design composition, was made and exported during the sam 

period. 
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付録 6. 1. 蛍光X線分析結果

分析日時・場所

2011: イ r- 3 月 22 11 ( 火 ） 、束京文化財研究所 修似ア トリ 工（漆）

東京文化財研究所
i, 1_ JI I Jiを ,;1

分析装腔・条件

装鉛

X線空？球

ポー タ ブル蛍光X線分析装 11↑ SEA200 ( セイコ ー イ ン スツ）レメ ンツ）

Rb ( ロ ジ ウム ）

竹： 「じ）」 :_ . 笠：「じ祈L

X線照射径．

泄l定時間

枇lj 定~f l打:j気

50kV 、 100µ

の 2mm ( フィ ル タ なし コ リ メ ー タ 使川 ）

100 秒

大気

装附ヘッ ド～狡剌間距｝胤：約 10mm

柳l 定箇所： Table 6.2 、 Fig. 6.25 参附

分析結果

・ 紺 ら れた泣光X線強良を Table 6.3 に示 した 。

• 今詞の測定結呆に関しては 、 下記の事項を寸分考）怠 した」で、、測定結末の jfJ印釈が必娑であ る 。

( 1 ) 蛍光X線分析では試料に含まれている元素を！特定するこ とはできる が、 その枠屁直（化学·式）を 知

る こ と はで きない。

( 2 ) 今訓の測定では、布機物 （主元素 C , N. 0. I-I ) や染料な どの検出 は行えな い 。

( 3) 熊機物であ っ ても 、軽元素（例えば Al , Si, S, C l など） の検出は行え なし · o

( 4) 得 ら れた濫光X線強度は表而か ら ある深 さ ま での糾虞梢報であ る（金）萬銅の場合 ： 数 I Oµm札

度） 。

( 5) 単一部位の汎lj定結呆だけか ら は、 複数の元素が況合 さ れてい る のか 、 そ れらが）苦状に存在 して し

るのかの判断はできない。

( 6 ) 蛍光X線の検出効率はエネ ルギーによ っ て大 き く異なるため、元素間での蛍光X線の強）虻比は実

際のり農度比とは一致 し ない 。

く コメン ト ＞

・ 測定箇所 No. 1 土披に使われている銀蒔絵と、 i則定箇所 No. 2 、 3 に使われている銀蒔絵では Ag/

Cu 比がわずかに異な っ てい る 。

・ 測定箇所 No. 5 、 13 に使われている赤色材料は Hg 系材料 （水銀朱）である と 考えられる 。

・ 測定箇所 No. 6 、 11 、 14 の後補材は金ではなく、 Cu-Zn 合金（真鍮）である 。 ｀測定箇所 No. 1 5 で

はさらに胡粉が混ぜられている可能性がある 。

• i則定箇所 No. 7 は貝 の上の置かれている金線部分を測 っ ているため、 Ca が大量に検出されてい る 。
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• 7J [lj 定箇所 No. 8 、 9 の金属 は銅である 。 Hg.Pb も 同時に検出 さ れてい る が、 その 由米は限怜、こできな v · o

・ 測元i',間） 9『 No. 」 0 、 17 、 18 の金）iJi; は Cu-Zn 合令 （真鍮） であるが、 7J[ lj 定,:,奇所 No. 20 、 2 1 の金属 は鋼

であ る 。
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Appendix 6.1. Results of X-ray Fluorescence Analysi 

Date and place of analysis 

Tuesday, March 22, 201 I 

National Research Institute for Cultural Propert 1 ~ ッ ，

Restoration Studio (Urushi), National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo 

Apparatus and conditions for analysis 

Apparatu 

Targcl 

Tube vollage, current 

X-ray radiation diameter 

Measuring time 

Measuring atmosphere 

Dislance between the apparatus and the sampl 

Measuring points 

Analytical results 

Portable X-ray flu 〇 re sce nc

(Seiko Instruments Co. Ltd) 

Rh (rhodium) 

50 kV, I 00~LA 

<p2 111111 (collimator without filtering) 

I 00 sec. 

Air 

approximately IO 111111 

ee Table 6.2 and Fig. 6.25 

• X-ray iluorescence intensity obtained is shown in Table 6.3. 

00 

• The following points should be taken into careful consideration when interpreting the measured results 

(I) With X-ray fluorescence analysis, it is possible to identify elements contained in a sample bul it ,s 

not possible to find their structure (chemical formula) 

(2) It is not possible to detect organic substances (major elements C, N, 0, H) or dyes in this mcaSLII'''ｭ

ment. 

(3) Lt is not possible to detect light elements even if tbey are inorganic substances (i.e. Al, Si, S, Cl) 

(4) X-ray fluorescence intensity obtained shows an average composition from the surface to a set cl じ plh

(for metallic copper, approximately several IO~Lm in depth). 

(5) It is difficult to determine only from a single measurement whether several elements are combined or 

whether they are in layers. 

(6) Since detection efficiency of X-ray fluorescence differs greatly by energy, the ratio of intensity in Xｭ

ray fluorescence and the actual ratio of concentration do not coincide. 

<Comments> 

• The silver makie at measuring point No. 1 Embar訳ment and that at measuring points Nos. 2 and 3 di 「fer

lightly in Ag/Cu ratio 

• The red material used at measuring points Nos. 5 and 13 is thought to be Hg-based material (vermilion). 

L _ 



abinet with Froral Desizn 185 

• The material added later at measuring points Nos. 6, 11 and 14 is not gold but Cu-Zn alloy (brass). At 

measuring point No. 15 there is a possibility that calcium carbonate (gofim) was added as well. 

ince the gold line on top o 「 a she I I piece was measured at measuring point No. 7, a great amount o「しa

was detected. 

• The metal at measuring points No 

gin could not be determined. 

• The metal for measuring points No 

points Nos. 20 and 21 is copper 

and 9 is copper. Although Hg and Pb were also detected. their on-

10, 17 and I u-Ln alloy (brass), but the metal at measuring 
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付録 6. 2. 材質・技法に関する調在

調査対象試料

東京文化財 l iJf究所

、I t 阻 f- 1, \· F彦

花樹、1、 ·.訓寺絵螺釧箪筍 に お け る基本的な蒔絵）JI I 飾 の材質 ・ 技法を分析するため 、 先力美術館キ ュ レ ー タ ー

担当 者の ［承を紺て破片試料 2 試料 を対象に間介 を行 っ た 。 4⑰ i食料は典盟的 な桃山時代 ( 16 -111: 紀求- 17 

·!II~ 紀 1前期 ） 頃に作成 さ れた いわゆ る 「南蛮漆悩 （近 -J I !:初期輸出漆器） 」 であ る が 、 ほほ全而に 1J L杯（：． 旅料ガ

硲布 さ れ、 さらに欠相部分に文様が糀 き ）止 されるなど、 後-111: の西洋修似の手がかなり 入 ってい／ら 今 j 1 1 j

I I I 下 H彦氏による修復作業に伴い、 11 11翡 金具 を 一- I I _ 取 り 外 した 際、 金共下の部分か らオ リ ジナル())蒻絵派

装の箇所が確懃さ れた 。 この オ リ ジ ナルの硲装仰j所ではオゞ胎の」に施 さ れた下地が脆弱であ っ I...: I...: i)iJ 、

祖勧が翠 し く 、 剥翡m した小破片も 幾つかみら れた 。 _;j'( 11)廿隣では こ のよう な剥離小破片のうち 、 2 試料を yl: 

邸深 < j11j 収 し 、以下の分析に供 した 。

調査方法

(a) 漆硲り表面や下地の状態 、 「餘絵や螺釧加飾の表訓観祭

蔚眼で漆塗 り 表而や下地の状想 、 蒔絵 ・ 螺釧加飾の状態を観察 し た後 、 （株）キーエンス社叫

の VI—IX-1000 製デジ タ ルマ イク白 スコ ープを 川 い た細部の観察 を行 っ た 。
( b ) 漆途り 構造の観察

I偶金具下筒所か ら採取した 1mm x 3mm程炭の漆膜剥落片 は、 合成樹脂 （工ポキシ系樹）指／アラ）' ,., 

イ ト GY- 125 1].P ハ ー ド ナ — HY-.837 ) に包坦！．した後 、 こ の断面を研庇して 測；r:J悦 プ レパ ラー ト を作成

した 。 こ の旋装断而の漆塗膜而の厚さ 、 塗り 爪ね糀：造 、 顧料粒子の大きさ 、 下地の状懇な どについて 、

顕微鋭を J-1 j い た落射観察と透辿観察を併川 した 。

(c) 蒔絵粉材料や下絵漆の材質

蒔絵粉材料お よ び下絵漆の材質に 1剥する定性分析は 、 漆膜剥落片 を カ ー ボン台に取 り 付 け、 （株 ）

堀場製作所 MESA-500 製の蛍光X線分析装附に設附 し 、 「じ子線 ( X線 ） を 照射 し 、 特IJ.X 線 を検出

し た 。 設定条件は以下の通りであ る 。 分析設定時間 ： 100 秒、 試料室内 は真空状態 、 X線 '/'『 タ ー ゲッ

ト は Rh 、 X 線管電圧 ： 15kV および 50kV 、 電流: 240µA および 20µA 、 検出強度： 12.00c 1J s 、 元拭

補正はスタンダー ドレ ス FP 法であ る 。

( d ) 漆塗膜中に含 ま れる主要脂質成分の分析 ＝ 熱分解 GC/MS 質拭分析

漆膜塗料の主要脂質成分の詳細な分析は 、 試料小片 を熱分析装置に入れ、 500℃ で 12 秒 間熱分1帷

さ せた上で GC/MS に禅入 し た 。 祖lj 定装置は 、 熱分析装悩（ フロンティア ・ ラ ボ製 PY-2010D ) と

ガスクロ マ ト グラフ (HP 製 HP689) 、 質醤分析装置 (HP 製 HPG5972A) に よ り構成 さ れ、 分翡Ht カラ ム

は Ultra Alloy PY-1 (100%methylsillicone , 30m x 0.25mm i.d, film 0 .25µm ) を使用 し た 。 な おこの分

析は、明治大学埋工学部お よび当研究所客員研究員である本多貴之が担当 し た 。

調査結果

( 1 ) 本資料の加飾部分を拡大観察 した結果 、 蒔絵粉粒度はやや粗い粉と微細粉が混在した不均ー な状態



I 

abinet with Froral Desizn 187 

であった (F ig. 6.26 ) 。

(2) 螺釧の ）JII 飾は、 C山 のパ一 ツ を 「直接本胎に接外'j'する 、 ②サ ビ ド地 を 具 の加みまで付け る 、 ③螺釧〇

• l と ド地の衣 1 (1 i を , , ,: HJ· になるよう fiJ I・・ぐ 、 ①芥 r- 1-:: 地部分のみを途り ）厄み分 ド げに I ·. 、地の、' .1 . 1:漆を冷

装する 、 ⑤仝休 を/iJ 「 いで螺釧の I ·. に乗った余分な漆I門 を薄＜させた , .で、剥がして螺釧の必( 1区

出 しにする 、 と い う 竹 ：: ~ 業 「． 禾閑 を経て い た 。

(3) 1111 収 した御j莫倣） 『 の 断而観察を ii" った結呆、 ド地は、細かい判i Iｷ. やJ ,~ 藻 I ·. と 糊 もしくは膠を 況ぜた

淡い茶紺色系を 旱．する 泥 1、地 （牛漆を ） IJ いた堅 ド地 • 本 I' ・ 地 より堅平性に欠ける ） の I 1J能 ＇性が i.':j ¥,, 

と認識 した 。 ただし 、 本調介では分析試料が微細なため ド地に況和 されていると 打(i定 さ れる膠 · わりl

生漆の科学的識別分析 を 行 って いない。 そのため灰粉 を使川 した ド地の総称である「灰粉ド地」

との対比川話である 、粘 L.鉱物 を使川 した下地の総称である「サ ビ ド地」とした 。

(4 ) 叫節絵の加飾 は、 ①本）l合 の 上 にサビ ド地/1り を 施す 、 ②このサ ビ ド地の上に薄 い、＇且 い ；火）＼り を 一 ），：,,:, 旅

て下地の色利 を患色 とする 、 ③この下地の」 に土塗りの赤紺色系の漆を一）~I位愈装して地の 、1且漆を作

成する 、 ①この地の規漆の 1こ に 、 接滸材料でもある下描の赤色漆を付ける 、 ⑤蒔絵粉を 1討 き 放して

平蒔絵加装飾と する 、 と い う 作業 I : .f情 を経ていた (Fig . 6.27 ) 。

(5) I可収した漆塗膜破片の蒔絵やflS分 を蛍光 X線分析 した結米、 金 (/\ u) とともに水銀 (I lg) やごく 微姑〇

銀 (Ag) が検出 さ れた (F i g. 6 .28 ) 。 そのため 、 1斗間の赤色漆はベンガラ漆ではなく朱漆である こと 、

金蒔絵粉に は ごく 微加の銀が況人 していること 、 などがり附認さ れた 。 こ れは 、 本喉11 { '~-内に所収 され

て い る斗川泰弘氏による分析結呆 とも紘ll l.葡がないほぼ同様の内容である 。

(6) 11 ,, 収 した漆塗膜破片の PY-GC/MS 分析 を行 っ た結朱、 チチオールやラッコール成分ではなく 、 ウ

）レ シオー ル に 由来するピ ー クが確認された (F ig. 6.29 ) 。 そのため 、 この骰料の地の黒漆には 、 タ イ •

ビ ）レ マ ・ カ ンボジア沌やベ ト ナムなどの束南アジア顧愉人漆硲料ではなく 、同賄の 11 本瓶もし< I 

叫3荘履環料が用 い られてい るものと ｝叫帷 した 。
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Appendix 6.2. Investigation on the Materials and Technique 

amples for Investigation 

For the fundamental analysis of the materials and techniques related to the makie decoration or th 

abinel with Floral Design, investigation was conducted on 2 sample fragments obtained with th 

permission of the curator in charge al the Ashmolean Museum. The cabinet is a typical example or what 

is known as "Namban urushiware" (export urushiware of the early modern period) manufactured during 

the Momoyama period (late 16th century -first h a l 「 of the 17th century). However, it showed traces or 

having been restored in the West in later years: most of its surface had been coated with Western material 

and designs had been newly made on areas with losses. When the corner metal fittings were tcmporari I 

was fragile here so that damage was serious; several small lifted fragments were also discovered. For th, 

investigation, 2 samples were carefully taken from these lifted fragments and analyzed as noted bcl 

Methods of Investigation 

(a) Observation of the surface of the urushi coating, condition of the foundation. makie and raclen 

decoration 

After first observing the surface of the urushi coating, the condition of the foundation, and that o 「

the makie and raden decorations with the naked eye, details were observed using VHX-1000 clin:ital 

microscope of Keyence Japan. 

(b) Observation of the structure of the urushi coating 

Fragments of urushi film approximately I 111111 x 3 111111 that were sampled from under a corner 

metal fitting were first mounted on synthetic resin (epoxy-type resin/ Araldite GY-1251 J. P I lardner 

HY-837).Then a thin layer of the sample was made by grinding its cross-section and mounting it 

n a slide. This was observed under a microscope in order to examine the thickness of the urushi 

coating film, the structure of the coating layersthe size of pigment particles and the condition of the 

foundation. 

(c) Materials of makie powder and urushi for draft drawmg 

For qualitative analysis of the materials for makie powder and urushi for the draft drawing, detached 

fragments of urushi film were first placed on a sample holder and then put on an X-ray fluorescence 

pectrometer MESA-500 of HORIBA Electron beam (X-ray) was irradiated and character X-ray was 

detected. Conditions for analysis were as follows: time -100 sec., condition of the chamber-vacuum, 

target -Rh, tube voltage 15 kV and 50 kV, tube current —240µ A and 20ｵA, intensity detected -

12.00 cps. 

(d) Analysis of the major lipid component contained in the urushi coating film by pyrolosis GC/MS 
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For detailed analysis of the major lipid component o f し h e urushi coating film, a small sample 

fragment was placed into a pyrolysis apparatus and thermally d ecomposed 「o r 12 seconds at 

5 00℃ and then injected into GC/MS. The apparatus for measurement consisted of a thermal 

analysis instrument (PY-20 I OD, Frontier Laboratories), gas chromatograph (11 P689, 11 P) and ma 

pectroscopc (IIPG5972A, HP). Ultra Alloy PY-I (100 % methylsillicone, 30 m x 0.25 mm i.d, film 

0.25 ~un) was u sed 「o r capillary column. This analysis was conducted by the School or Science and 

Technology of Meiji University and Takavuki I londa. visiting researcher of the lnstitut 

particles of 

urushi coating rilm, a peak that is derived 

n 11 「m ed (Fig. 6.29). For this reason, it i 

r this object is not urushi produced in and 

uthcast Asian countries like Vietman but 

hina 
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付録 6. 3. 接着材料の分析

試料

螺釧 を接ぶt して い た，I_l,l; 色接府材料 （オ リ ジナルと推定）

螺釧 を接着して いた掲色接杵材料 （後補材料 と 拙定）

螺釧 を接着 して い た褐色接府材料 （後袖材料 と :tffi定 ）

参照試料

(a) 刻ヽり '

( b ) シ _,:_ラック

赤外線スペクトル分析

分析機悩 : FT-IR 8700 (,1 ,' ,j 氾製作所 ） による ATR 分析 (Dura sample lR) 

・ 得 られたスペク ト ル を F ig . 6.30 - I可 g. 6 . 32 に ぷす。

、1 尿文化財{IJJ· 究｝折

111・ ） I I 典 r

・ 試料· A のスペ ク ト ルか ら は 1630cm 1 と 1010cm 1 に 強い吸収が得 ら れ 、 こ れはエーテ ）レの炭糸酸糸

た、水 i'峻雌 I I 噂と名えら れる 3000cm ' 付近の吸収 も 符 ら れた 。 ス ペク ト ）レ(

゜ ク ト ルは参！！仔試料 ( b ) シ L ラッ クと •致しに 。

・ 試料 C から は C-H の仲縮振動 に よる 2920cm 1 と 2850cm 1 と C=O 由 米と 息 われる 1700cm I O) 吸収力

得 ら れた 。 ‘り初、 試料 C は その色や状懇か ら 刻 ヽ ＇戸 と 考 えられたが、 IR スペク ト ルは刻予 とは・全

か いた め 、他の材料であ る 可能1化が ,•,' :j ぃ 。
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Appendix 6.3. Report on the FT-IR of the Adhesives and Consolidants 

amples 

A. Black adhesive underneath a raden shell piece that was suggested to be an original material 

B. Dark brown adhesive underneath a raden shell piece that was suggested to be a restoration material 

Dark brown consolidant underneath a raden shell piece that was suggested to be restoration material 

Reference materials 

(a) Kokuso which is a mixture o 「 urushi , sawdust and wheal flour 

(b) Shellac 

Fourier transform infrared spectroscopy 

Instrument: FT-IR 8700 (Shimadzu Corporation) with Dura sample IR attached 

• The spectra are shown in Fig. 6.30 -Fig. 6.32. 

• <::::pectrum of sample /¥ had three strong absorptions : 1630 cm ・ 1; 1010 cm・ 1 that was assigned to C-0 of 

ether, and around 3000 cmｷ1 that was assigned to 0-H group. The spectrum pattern of sample A wa 

imilar to reference (a) kokuso. 

・ヽpectrum of sample B showed the same pattern as that of reference (b) shellac. 

・ヽpectrum of sample C had two sharp absorptions at 2920 c111ｷ1 and 2850 cm ・ 1 that were assigned C-H 

to stretching vibration. Absorption band was also detected around 1700 e nぐ s uggesting C=O bond. 

ample C had been thought ko/cuso because or its conditions, but the spectrum o f しhi s sample did not 

correspond to kokuso spectrum. 
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Table 6.1 
ヽ「法
Dimensions 

横
Width 

(cm) 
奥行
Depth 

(cm) 
向 さ

Height 
(cm) 

44.4 30.1 30.9 

金具も含む

including the metal fitt111g 

Table 6.2 敬光 X 線分析結呆

礼[ IJ ; L:'.1'.r; jJ リ『
No. 

剖~ 1立
Measuring point 

’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’ ’’’ 

I)及銀蒔絵
已mbankment silver maid , 

""""""""""'""""""""""""""""""""""""""""""""""" 

2
 

4
 

6

~
7 

．
＂

ー

"

,

~

~

~

~

7

~

8

,

• 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

'

. 

゜

.

,

',

' 

• ',

',',

.

,' 

, 

花鋲蒔絵
Flower, silver ma/cie 
................................... , ........ , .. , ....... ,、 ...... ..

業叙蒔絵
Leaf, silver maki 
, .................. 、..... ...... .......... 

花 金蒔絵
Flower, gold makie 

......... , .............. , • ..........  .. 

茎 赤色
talk, red 
..............、............. 

心色 後袖
old color later addition , 

...........,.,... ..., ....,.....,...,.,........... ... 

、 I.'.↓ の羽 金色
Bird feather, gold 

.................. , ......... , ...... , ....................... .. 

取手金具
Handle metal fitt111 , 

, ........ .. . 、 ................. . .. .., .. , ........... .. 
g 

金n取付部
Root of the metal fitting 

........................................ , .......... .. 
1 1 ,1月 金具
orner metal fitting 

...................................................................... 

上端金色後補
Upper part, gold, later addition 
....................................................................................... .. 

こ端 具剥落部茶色
Upper part, shell lost, brown 
........ , .•. , ............ , ... , ..、.............., .. ,., .. , 

茎の横 赤色線
Next to the stalk, red line 
.. ...... .......................... .... . ... ....... . ... ... .. ... ..... .. . .. ......... .. 

端部 金色後補
Edge, gold, later addition 
．．．．． ．．．．．．．． ．．．．． ． ．．．．．．． ． ．．．． ．．．．，． ．．．．．．、．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ． ．． ．．．．．

端部銀色 後補
Edge, silver, later addition 
........................................................................... 

鍵穴部 (X 線不透過）
Key hole (radiopaque 
, ...... , ... , .......... , ............. , ....... .、..... .. .. .. .. .... ) .......... 

鍵部 座金
Lock, washer 
......................................... 

鍵部 座金
washer 
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,JI i'l'i のり I J'ｷ 
Pull of the drawer 
................................................................ , ....... 

20 
鍵·1 1s 1他金 地金露出 秤IS
Lock, washer, bare metal exposed 

...................................................................................................................... 

鍵部座金 地金露出介IS
k, washer, bare metal exposed 

19 

21 

Table 6.3 

泄l定箇所ヵルシウム
No. Calcium 

(Ca-Ka) 

l;231 

5 

6 

7 171 9 

8 8. 〇, 18.3 

10 

11 23. 〇

12 16.3 

13 1.9 

14 67.1 

15 124.2 

228 6 

17 

I 

19 

20 

21 

クロム 鉄
hromium Iron 
(Cr-Ka) (Fe-Ka) 

26. 〇
''....... 
21.7 

1.7 

48 6 

46 I 
''''"' 

77 

........ " .. 
15 
"•'" 

14. 

12. 

195.4 

I 02.5 

57 8 

2.1 
,......... 

1.6 
..... • ...... 

13.1 
’’’’’’’’’’ 

11. I 
... • ....... • 9 • ...............、

1199 

ー§', 
~゚

線 強 炭 (cps) 

銅 虻．鉛 銀 ^ , Ii. opper Z111c Silver Gold 
(Cu-Ka) (Zn-Ka) (Ag-Ka) (/\u -L~) 

70 5.1 

4 60 

~2 .
. 

ー

り

299.3 

1101.4 
.................... 

1735.5 2. 
........................................................ .. 

1145.2 136.0 
., ... , .......................... , .... , ... , ....... • • 9 

44.3 9.7 

130.2 25.7 
’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’ ’ ’’’ ’ ’’’ ’ ’’’’’’• 

12.7 0.1 
'""' 

11 
"""""""'""'""""'""""'"""""'""""""" 

85.8 243.3 
""""""""""""""""""'""""' 

1235.2 717. 

1461.1 
.................. 

1819.4 

62.5 

4.2 
......... 

0.2 16 
"" 

6.1 

1.0 

水鋲
Mercury 
(Hg-L~) 

゜13 2 

16.7 

12.6 

7 

0. 
""  ... 

46.4 I 0.4 
"""' 

23.7 6.7 
..... 

26 3 67 

0. 

ー

"

2
~
゜

6
~ 

5

り
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Dust and Western coating materials that have accumul a ted 會

inside the cabinet, be 「o re restoration 
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~ “ 

Kilvasabi, back, during restoration 

Adjusting color, part on the back restored in the past, during 
restoration 

g. 〇

hecking the position of the reproduced metal lock plate, 

upper drawer, during restoration 
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ttaching a corner metal litting, lower portion or th じ hac k ,

durin_Q restoration 
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Result of PY-GC/MS analysis of a sample fragment of the coating film 
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